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太陽光発電アフターメンテナンス協会が進める
太陽光発電の長期安定電源化に向けたベストプラクティス

（一社）太陽光発電アフターメンテナンス協会
代表理事 伊達 博

2022年12月13日



PVamsとは
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◼ 2013年12月設立

九州ソーラーネットワーク（SONEQ)で構築されたネットワークにより設立

※SONEQは、現在、K-RIP（九州環境エネルギー産業推進機構）に統合

◼ 目的

太陽光発電システムのメンテナンスの適正化

◼ 代表理事

伊達博（株式会社システム・ジェイディー代表取締役）

◼ 事業内容

自治体、九州経済産業局、九州経済調査協会、K-RIP等と連携し、下記を実施

メンテナンス内容の基準化、メンテナンス支援、メンテナンス研修教育

連絡先：info@pvams.net https://pvams.net

（一社）太陽光発電アフターメンテナンス協会（PVams）

mailto:info@pvams.net
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動機
太陽光発電の長期安定電源化を実現するため、太陽光発
電所を適正に運用するためのO&M（オペレーション＆メ
ンテナンス）体制構築

現状
適切なO&Mが実施されていない発電所があり、太陽光発
電市場の拡大ペースに対して適正なO&M基準が広く普及
していない

ミッション
九州は、O&Mの市場規模も他地域に比べ大きく、今後の
O&M市場の拡大可能性が高い。今後、早期に導入された
太陽光発電設備は、環境に配慮し、リユース・リサイク
ルのニーズが高まり新規市場のポテンシャルあり。これ
らのビジネス推進を支援。

PVamsのミッション



PVams活動概要
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メンテナンス機器
・SOKODES (システムJD)他



メンテナンスサービス
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メンテナンス研修会
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（出展＝PV-Net) （出展＝JPEA)



経済産業省事業に参画
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平成29年度・平成30年度 地域中核企業創出・支援事業
「経済産業省が実施する事業」

３R事業の中心となる「新出光ファシリティーズ」のO&M事業を支援
事業拡大することで、同社３R事業の拡大を目指す取り組み

３Rとは
・リデュース：０＆Mの周知徹底・実施による廃材部材の削減
・リユース：O&Mから生じる再生利用（中古発電システム）の活用
・リサイクル：廃材部材の適正処理

【環境・エネルギー分野】
地域企業が持続的に担える太陽光発電メンテナンスの普及へ

「太陽光発電の３R事業化促進事業」・・・（公財）九州経済調査協会が事業
を受託



作業効率化アプリを共同開発

8

販売会社様・施工会社様・Ｏ＆Ｍ契約窓口の企業様との協業



スマート回収支援システムを共同開発
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2022年11月4日
読売新聞記事

環境省
電子マニフェスト
JWNET

と併用

https://www.jwnet.or.jp/jwnet/index.html


Pvamsの目指すベストプラクティス

• O&M技術の向上と更なる徹底

– 経済産業省、JPEA、関係団体との連携

– 故障事例のDB化による情報活用（AI等の先端技術応用）

• O&M作業効率向上と安全対策

– アプリの活用による、事業連携、サービス内容の均質化

– ドローン検査の活用、除草対策関連情報の共有

• セカンダリー市場対応

– 法令順守、品質評価基準の明確化

– 継続的なO&Mによる太陽光発電所の品質維持

• リサイクル、リユースを考慮したエコシステム形成支援

– 環境省のマニフェスト（JWNET)に準拠し、O&M事業者、収運
事業者、処理事業者との連携

– スマート回収支援システムの共同開発
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